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社
会
福
祉
大
会
開
催

お
年
寄
り
を
敬
い
、
長
寿
を
祝
う
と
共

に
、
地
域
社
会
の
た
め
に
尽
く
し
て
こ
ら

れ
た
ご
苦
労
に
感
謝
し
、「
老
人
の
日
」

の
15
日
に
、
各
地
域
で
諸
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
村
で
も
高
齢
者
の
皆
さ
ま
や
障
害
者

の
方
々
を
お
招
き
し
て
社
会
福
祉
大
会
を

開
催
し
、
プ
ロ
に
よ
る
演
芸
な
ど
で
日
頃

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

式
典
は
午
前
10
時
30
分
に
開
会
し
、
主

催
者
を
代
表
し
て
、車
谷
村
長
が
挨
拶
し
、

過
日
の
、
米
寿
お
祝
い
訪
問
や
「
美
吉
野

園
」施
設
慰
問
の
際
の
感
想
を
述
べ
ら
れ
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
を
語
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
本
村
に
お
け
る
現
状
や
課

題
を
事
例
を
上
げ
て
説
明
し
、
よ
り
光
り

輝
く
村
と
な
る
よ
う
目
標
を
掲
げ
邁
進
す

る
こ
と
を
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
長
年
に
亘
り
老
人
福
祉
や
社

会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
方
に
対
し
て

村
長
よ
り
表
彰
状
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

中
　
谷
　
　
下
　
岡
　
文
五
郎
　
様

坪
　
内
　
　
西
　
岡
　
千
代
子
　
様

広
　
瀬
　
　
花
　
谷
　
清
　
美
　
様

沢
　
谷
　
　
水
　
口
　
洋
　
代
　
様

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

続
い
て
来
賓
祝
辞
で
は
、
岡
下
村
議
会

議
長
、
森
本
社
会
福
祉
協
議
会
々
長
、
堀

口
区
長
連
合
会
長
ら
が
お
祝
い
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
梶
本
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
々
長
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
式
典

が
終
わ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
プ
ロ
に
よ
る
演
芸
が
あ

り
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

社
会
福
祉
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
ま
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
後
輩
へ
の
ご
指
導
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
来
年
も
お
元
気
で
、
こ
の
大
会

に
ご
参
加
下
さ
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

社
会
福
祉
大
会
開
催

老
人
福
祉
功
労
者

社
会
福
祉
功
労
者

マジックショー　ミッチー＆真里保 漫才　平和ラッパ・パッパ

三味線漫才　暁　照男　光男ものがたり演歌　春風うらら
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高齢者の皆さま、ご長寿おめでとうございます。

９月６日（火）、敬老の日を前に車谷村長が米寿の方々の家庭を訪問し、村

からのお祝い品をお届けしてご長寿をお祝いしました。

９月６日現在、米寿以上の方は40名です。戦中戦後の日本の混乱期を支え
てこられた皆さまに敬意を表すると共に、これからも健康に留意され、益々

ご活躍していただけますよう、又、人生の経験を生かし後輩をご指導下さい

ますよう願っております。

ご長寿おめでとうございます

亀谷　末子
吉村　ヤスヱ 久保　八重子

森　正子

辻井　逸雄

西前　雪繁

西岡　なつ子

川本　久子
銭谷　初子

松葉　義秋
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国 民 健 康 保 険

医療費が増えると保険税も高くなってしまいます

国民健康保険は、加入者の方が納めた保険税と、国庫負担（補助）金をもとに、

病気や思いがけないケガをしたときに、医療費を負担する助け合いの制度です。

現在、天川村の方のおよそ６割が加入しています。

からのお知らせ

¡保険税は、加入者の皆さんが病気や、思いがけないケガをしたときの医療費にあてられます。

¡医療費が増えると必然的に、給付の費用を補うために保険税を値上げすることなどが考えられます。

¡日頃から健康づくりに心がけ、お医者さんのかかり方も見直して、医療費を節約しましょう。

医療費の負担割合 保険税の内訳

■ 各年度の年間医療費

年　　　度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

０歳から74歳医療費（円） 151,550,686 167,542,997 147,750,846 155,657,223 192,271,269

75歳以上医療費（円） 274,319,945 289,083,543 278,763,059 305,008,413 304,280,294

■ １人あたりの医療費（単位:円）

国民健康保険制度は、皆様の保険税で成り立っています。

納期限までに必ず納めてください。

保険税　35%国庫負担金�
35%

被保険者一部負担金�
30%

医療費�

介護納付金�

老人医療費�
拠出金�

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000
0歳から74歳� 75歳以上�

592,484592,484 636,748636,748 591,854591,854 642,123642,123 650,172650,172

191,594 216,757 197,792 211,204
258,083258,083

12年度� 13年度� 14年度� 15年度� 16年度�
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は
種
目
別
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
が
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会
で
、
昭
和

32
年
に
第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、
来
年

は
ち
ょ
う
ど
第
50
回
の
記
念
大
会
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
が
な
ん
と
！
半
世
紀
前
の
栄

え
あ
る
第
１
回
が
ち
ょ
う
ど
同
じ
２
村
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
39
年
の
第
８
回
全
国
高

等
学
校
登
山
大
会
は
、
天
川
村
で
開
催
さ

れ
、
登
山
と
言
う
意
味
で
は
、
昭
和
59
年

に
は
国
体
山
岳
協
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
高
校
総
体
と
し
て
は
、
42
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
天
川
村
と
は
非
常
に

ゆ
か
り
の
あ
る
大
会
で
す
。

来
年
８
月
21
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
天
川
村
と
上
北
山
村
の

２
村
に
お
い
て
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
第
50
回
記
念
全

国
高
等
学
校
登
山
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
開
催
地
で
あ
る
千
葉
県
君
津
市
で
の
閉
会
式
に
お
い
て
、
次
期
開

催
予
定
の
天
川
村
と
上
北
山
村
の
２
村
を
代
表
し
て
本
村
の
車
谷
村
長
が
あ

い
さ
つ
の
う
え
、
大
会
旗
の
引
継
ぎ
を
受
け
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
、
立
派
な
施
設
を
持
つ
都
市
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

来
年
は
小
さ
な
村
な
が
ら
歴
史
伝
統
を
誇
る
わ
た
し
た
ち
の
地
域
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

来
年
は
、
み
な
さ
ん

の
歴
史
に
培
わ
れ
た
一

人
一
人
の
「
も
て
な
し

の
力
」
で
、
心
に
残
る

第
50
回
の
記
念
大
会
と

し
て
成
功
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
奈
良
県
を
中

心
に
、
村
で
は
教
育
委

員
会
が
担
当
と
な
り
、

準
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
村

民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
高
校
総
体
っ
て
？
】

正
式
に
は
、「
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
」
と
い
い
、
全
国
高
等
学
校
体
育

連
盟
な
ど
が
主
催
す
る
も
の
で
、
一
般
的

に
は
縮
め
て
「
高
校
総
体
」
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
よ
く
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」

と
も
聞
き
ま
す
が
、
同
じ
く
こ
の
大
会
の

こ
と
で
す
。
こ
の
全
28
競
技
の
う
ち
の

「
登
山
大
会
」
が
、
来
年
天
川
村
と
上
北

山
村
の
２
村
で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

【
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
】

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
と
な
っ
た
の

は
、
昭
和
38
年
以
降
で
す
が
、
そ
れ
ま
で

今
年
度
開
催
地
か
ら

引
継
ぎ
を
受
け
ま
し
た
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９月４日（日）午前10時から広瀬地内において、天川村
消防団第４分団と中吉野広域消防組合の合同による林野火

災消火訓練が実施されました。訓練には、第４分団から14
名・車両３台、中吉野広域消防組合から７名・車両１台、

天川村消防団本部から８名が参加しました。

訓練の冒頭、久保消防団長から「中継訓練は、ふだんあ

まり行うことのない訓練であるので、消防署の指示に従っ

てしっかりと励んでほしい」とのあいさつがありました。

訓練内容としては、まず、組み立て水槽に張った水を３

台の積載車で循環させるトライアングル中継訓練で中継の

基礎を習得し、その後、天の川を水利とし、ポンプ車１台、

積載車３台、ホース延長約300ｍに及ぶ中継訓練を実施し
ました。

最後に、天川出張所岡本所長より「林野火災の消火活動

は持久力が重要となるので、今後も分団で今日のような訓

練を続けてほしい」と、また奥田副団長からは「実際の消

火活動にあたってもこれまで実施してきた中継訓練が活か

されており、今日習得した操法を忘れないでほしい」と講

評をいただき、訓練は無事終了しました。

分団長の指揮のもと、きびきびとした訓練が実施できま

した。

第４回 天川村林野火災合同消火訓練
天川村消防団第４分団・中吉野広域消防組合

天川村陶芸クラブ（天陶虫）会の皆さん20名が役場山村開発センタ
ーにおいて日ごろ一生懸命作っていただいた陶芸を展示されました。

本当にご苦労さまでした。今後のご活躍をお祈り致します。

天川村山村開発センター陶芸クラブ
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９月18日の日曜日洞川においてMBSラジオ世界遺産
「吉野大峯」ウォーク　天川・洞川を歩くが開催されま

した。

このイベントは奈良県の主催する世界遺産登録記念

フェスタ2005の主要イベントとして実施されたもので
す。

MBSラジオの看板番組である「ありがとう浜村淳で

す」で参加募集が行われておりましたが、1871人の申
し込みの内、約1200名の方が参加されました。
近鉄下市口駅集合した参加者は奈良交通バス23台に

分乗して、スタート地点である観音峯登山口で下車さ

れました。そこから、おのおの初秋の天川村を楽しみ

ながらウォーキングを開始しました。

途中龍泉寺では浜村淳さんの生中継が行われたりし、洞川自然研究路や面不動鍾乳洞、蟷螂の岩屋やごろごろ

水など洞川の自然を満喫した参加者は、ゴール地点であるエコミュージアムセンターに到着しました。

エコミュージアムセンターでは洞川の花谷智樹さんと谷山祐元さんの法螺貝吹奏によりゴールイベントが開始

され、車谷村長の歓迎の挨拶や南和広域連合長である福井吉野町長の来賓挨拶に続いて浜村淳さんとアシスタン

トの桜井一枝さんの軽妙なトークショウが繰り広げら会場は大爆笑でした。

また、天川村の紹介者として洞川青木健一さん

が舞台に上がって、浜村淳さんとの洞川弁での掛

け合いにより、地域の見所を楽しく語っていただ

きました。

浜村さんの万葉歌の朗読や民謡ユニットのグリ

ーングリーンのミニコンサートの後、天川村の特

産品の当たるお楽しみ抽選会などを行って楽しい

時間を過ごしました。

世界遺産「吉野大峯」ウォーク
～天川洞川からありがとう ～
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地域福祉ボランティア基金
金 1 0 0 , 0 0 0 円

広瀬　泉谷　邦廣様
（亡母　とし様ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金 1 0 0 , 0 0 0 円

洞川　松谷　ワカ子様
（亡夫　冨雄様ご供養として）

ありがとうございました

同和問題をはじめ、あらゆる人権問題をイベントや資料展示をとおして考える催しです。

みなさんのご来場をお待ちしています。入場無料です。

日　　　　時 2005（平成17）年11月12日（土）10：00から16：00

場　　　　所 葛城市新庄文化会館　一帯（葛城市南藤井70番地1）

最寄り駅　近鉄新庄駅・JR大和新庄駅

（できるだけ公共交通機関をご利用下さい。当日、近鉄新庄駅及びJR大

和新庄駅から無料シャトルバスを運行します。）

主　　　　催 奈良県・市町村

内　　　　容 ①　コ ン サ ー ト：渡辺千賀子

②　講　　　　　演：山本コウタロー

③　アトラクション：葛城子ども太鼓

：マジックショー「西　ゆかり」

④　司　会　進　行：ホープ・ユタカ

⑤　アニメ「レーシング　ストライプス」上映

⑥　啓発ポスター・標語優秀作品展示、啓発パネル・資料展示

⑦　奈良地方法務局展示コーナー（啓発ビデオ・紙芝居・パネル等）

⑧　介助犬紹介コーナー（介助犬の働きを寸劇で紹介）

⑨　物産展（県内福祉施設・作業所・地場産業製品）

⑩　模擬店

⑪　抽選会

入場料無料 （託児ルーム・要約筆記・手話通訳もあります。）

お問い合わせ 天川村人権・同和問題啓発活動推進本部事務局

天川村役場住民課　内線160

または、なら・ヒューマンフェスティバル実行委員会事務局

（奈良県生活環境部人権施策課　1 0742－27－8719）
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ト
ム
さ
ん
、
日
本
は
初
め
て
け
ぇ
？

は
い
、
初
め
て
で
す
。

日
本
や
天
川
村
の
印
象
は
ど
ん
な
ん

で
ぇ
？

は
い
、
初
め
て
着
い
た
東
京
は
大
き

な
都
市
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

天
川
村
は
、た
い
へ
ん
美
し
い
と
こ
ろ
で
、

み
な
さ
ん
が
親
切
で
す
。

ん
〜
。
え
え
こ
と
言
う
に
ゃ
ー
。
ほ

か
に
何
か
び
っ
く
り
し
た
こ
と
や
ら
お
も

し
ろ
い
と
思
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
け

ぇ
？

Q T Q T Q

は
い
、
あ
り
ま
す
。
び
っ
く
り
し
ま

し
た
！
日
本
人
は
カ
ニ
の
脳
み
そ
食
べ
る

ん
で
す
か
？
東
京
研
修
で
、
食
事
の
と
き

に
付
い
て
い
て
、
わ
さ
び
と
間
違
え
て
食

べ
て
し
ま
い
ま
し
た
・
・
・
。

お
い
し
か
っ
た
や
ろ
！
（
ち
な
み
に
、

あ
れ
は
脳
み
そ
で
は
な
く
膵
臓
や
肝
臓
部

分
で
す
が
、
ト
ム
は
そ
う
思
っ
た
よ
う
で

す
。）い

や
ぁ
・
・
・
。
ま
た
、
こ
の
あ
い

だ
は
給
食
に
小
さ
な
魚
の
集
ま
り
？
が
あ

り
ま
し
た
。
小
さ
な
魚
は
、
食
器
の
中
か

ら
こ
ち
ら
を
見
て
い
ま
し
た
・
・
・
。

T Q T

は
は
ー
ん
。「
じ
ゃ
こ
」
の
こ
と
や
な
。

お
い
し
い
ん
や
け
ど
な
ぁ
。
食
べ
物
の
話

し
に
な
っ
た
け
ど
、
そ
う
い
や
ぁ
、
坪
内

の
住
宅
に
お
っ
て
く
れ
る
み
た
い
な
け

ど
、
毎
日
の
食
事
ど
な
い
？
日
本
の
食
べ

物
は
大
丈
夫
？

は
い
、
日
本
食
大
好
き
で
す
！
す
し
、

さ
し
み
、
た
こ
・
イ
カ
、
ラ
ー
メ
ン
お
い

し
い
で
す
。
私
は
甘
い
も
の
が
好
き
な
の

で
す
が
、
中
で
も
メ
ロ
ン
パ
ン
は
一
番
好

き
で
す
。
教
育
委
員
会
で
歓
迎
会
を
し
て

く
れ
、
焼
き
鳥
や
焼
き
お
に
ぎ
り
も
た
い

へ
ん
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
納
豆

は
だ
め
で
す
。

な
る
ほ
ど
。
カ
ニ
み
そ
と
じ
ゃ
こ
、

納
豆
以
外
は
何
で
も
い
け
る
み
た
い
や
な

ぁ
。話

は
変
わ
り
、
ト
ム
さ
ん
、
学
校
の
ほ

う
は
ど
な
い
で
？

は
い
、
授
業
楽
し
い
で
す
。
そ
し
て

中
学
生
の
人
数
は
少
な
い
の
で
す
が
、
た

い
へ
ん
よ
く
で
き
る
生
徒
で
す
！
か
し
こ

い
で
す
し
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。
た

ま
に
、
う
と
う
と
し
て
い
る
生
徒
い
ま
す

が
・
・
・
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
１
年
間
お
っ
て

く
れ
る
わ
け
や
け
ど
、
こ
ん
な
ん
し
た
い

と
か
、
あ
る
？

Q T Q T Q

日
本
の
あ
ち
こ
ち
、
京
都
や
北
海

道
・
広
島
な
ど
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
英
語
指
導
が
ん
ば
り
ま
す
！

ふ
ー
ん
、
な
る
ほ
ど
。
ほ
ん
な
ら
今

回
は
こ
の
へ
ん
で
。
お
お
き
に
ト
ム
さ

ん
！は

い
、
お
お
き
に
！

え
っ
？
ど
こ
で
覚
え
た
ん
関
西

弁
・
・
・
。
や
る
な
ぁ
！

Q T Q T

ト
ム
さ
ん
が
来
日
し
て
、
は
や
２
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

各
中
学
校
で
の
授
業
も
順
調
に
進
み
、
各
種
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
天
川
生
ま
れ
の
天
川
育
ち
の
天
川
太
郎
さ
ん
？

が
ト
ム
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

※
ト
ム
さ
ん
は
、
み
る
み
る
日
本
語
が
上

達
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
中
学
校
の
授
業

の
合
間
を
み
な
が
ら
、
小
学
校
や
幼
稚
園

に
も
行
き
、
村
の
各
種
事
業
な
ど
に
も
積

極
的
に
参
加
予
定
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん

よ
ろ
し
く
！

洞川中学校にて
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去
る
９
月
１
日（
木
）
天
川
村
・
大
塔
村
・
西
吉
野
村
に
よ
る
広
域
林
道
現
場
視
察
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
天
川
村
か
ら
車
谷
村
長
・
岡
下
議
長
・
水
口
副
議
長
・
西
岡
総
括
参
事
・
観
光
農
林
課
が

参
加
し
、
又
、
北
村
大
塔
村
長
・
大
塔
村
議
会
議
員
・
西
吉
野
村
議
会
議
員
の
方
々
が
視
察
さ
れ

ま
し
た
。
尚
、
現
在
の
工
事
に
お
け
る
進
捗
状
況
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

天
川
村
和
田
西
の
谷
〜
大
塔
村
矢
辻
〜
西
吉

野
村
川
股
を
結
ぶ
林
道
川
股
天
辻
線
全
体
計

画
＝
Ｌ
＝
１
１，
４
０
０
ｍ
１
工
区
（
天

川
・
西
吉
野
側
）
Ｌ
＝
５
、
６
３
７
ｍ

２
工
区
＝
（
大
塔
村
側
）
Ｌ
＝
２，
２
４
７

ｍ
両
方
合
わ
せ
て
Ｌ
＝
７，
８
８
４
ｍ

（
進
捗
率
＝
６
９
・
２
％
）

天
川
村
坪
内
〜
大
塔
村
殿
野
を
結
ぶ
林
道
殿

野
坪
内
線
全
体
計
画
＝
１
６，
３
０
０
ｍ

１
工
区
＝
（
天
川
側
）
＝
３，
２
４
５
ｍ

２
工
区
＝
（
大
塔
村
側
）
＝
５，
４
７
９
ｍ

（
進
捗
率
＝
３
３
・
６
％
）

※
大
塔
村
・
西
吉
野
村
は
９
月
25
日
よ
り
五
條

市
と
合
併
と
な
り
、
各
村
が
長
年
整
備
さ
れ
て

き
ま
し
た
広
域
林
道
の
最
後
の
視
察
と
な
り
ま

し
た
。

車谷村長と大塔村北村村長
殿野坪内線内高野辻ビューポイントにて
大峰奧駈道が一望できます

日
　
　
時

平
成
17
年
12
月
10
日（
土
）

受
付
午
前
11
時
〜
　

開
会
午
後
１
時
　
閉
会
４
時

会
　
　
場

大
宇
陀
町
文
化
会
館
か
ぎ
ろ
ひ
ホ
ー
ル

近
鉄
榛
原
駅
よ
り
奈
良
交
通
バ
ス
終

点
下
車
ス
グ

自
前
投
句

原
稿
用
紙
に
当
季
雑
詠
二
句
一
組

（
投
句
料
千
円
）

住
所
・
氏
名
・
電
話
・
当
日
参
加
の

有
無
を
明
記
。

平
成
17
年
10
月
10
日
ま
で
に
左
記
へ

必
着

当
日
投
句

受
付
で
配
布
の
用
紙
に
宇
陀
を
対
象

と
し
た
当
季
作
品
二
句
一
組
（
投
句

料
千
円
）
正
午
締
切
り

子
ど
も
俳
句

小
中
学
生
の
事
前
投
句
歓
迎(

無
料)

講
　
　
話

茨
木
和
生

選
　
　
者

茨
木
和
生
・
宇
多
喜
代
子
・
角
光

雄
・
塩
川
雄
三
・
橋
本
美
代
子
・
藤

本
安
騎
生
・
前
川
菁
道
・
森
尾
仁
子

（
事
前
投
句
）
・
有
山
八
州
彦
・
角

光
雄
・
塩
川
雄
三
・
大
門
朴
童
・
中

久
保
白
露
・
藤
本
安
騎
生
・
前
川
菁

道
・
水
野
朱
堂
・
山
口
峰
玉
（
当
日

投
句
）

各
五
十
音
順

ほ
か
に
子
ど
も
俳
句
の
部
選
者
依
頼

賞
大
宇
陀
町
長
賞
・
議
長
賞
・
教
育
長

賞
・
大
会
賞

各
選
者
特
選
賞
　
当
日
出
席
者
に
参

加
賞

主
　
　
催

『
宇
陀
・
阿
騎
野
俳
句
大
会
』
実
行

委
員
会

共
　
　
催

大
宇
陀
町
・
大
宇
陀
町
教
育
委
員

会
・
大
宇
陀
町
文
化
振
興
協
議
会

後
　
　
援

奈
良
県
教
育
委
員
会
・
宇
陀
郡
内
各

町
村
及
び
教
育
委
員
会

投
句
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
３
３
―
２
１
６
４

奈
良
県
宇
陀
郡
大
宇
陀
町
拾
生
八
七
一

大
宇
陀
町
文
化
会
館
内
『
宇
陀
阿
騎

野
俳
句
大
会
』
事
務
局

1
０
７
４
５
―
８
３
―
０
９
７
７

広
域
林
道
　
川
股

天
辻
線
・
殿
野
坪
内
線
現
地
視
察

広
域
林
道
　
川
股

天
辻
線
・
殿
野
坪
内
線
現
地
視
察
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10月17日（月）から23日（日）までの一週間は、行政相談週間です。
登記、道路、郵便、保険、年金等、国や役所の仕事について、わからないこと、困ってい
ることがありましたら、行政相談委員が開催する行政相談所でお気軽にお尋ねください。相
談は無料で、秘密は厳守いたします。

日　　　　時：毎月 最終水曜日　午後1時30分～午後4時00分
場　　　　所：天川村山村開発センター
相談のお相手：行政相談委員　井口　勝代（電話）64－0150
※当日お越しになれない場合は、電話での相談も受け付けます。

行政相談委員が開催する行政相談所

原動機付自転車を含むすべての自動車の保有者に、自動車1台ごとに加入が義務づけられ
ている保険・共済が、自賠責保険・共済です。交通事故により加害者となったときは、被害
者に対する損害賠償責任を負います。強制保険である自賠責保険・共済は、すべての加害者
の賠償責任を担保するとともに、すべての被害者の基本的な対人賠償を保障する役割を果た
しています。

国土交通省近畿運輸局奈良運輸支局

自賠責保険・共済の期限は切れていませんか？

自賠責保険・共済は、万一の交通事故の際の基本的な対人賠償を目的として、原動
機付自転車を含むすべての自動車に加入が義務づけられている保険・共済です。特に
車検制度のない250cc以下のバイク（原動機付自転車・軽二輪自動車）は、期限切
れ、かけ忘れにご注意を！
自賠責制度の詳しい内容は、http://www.jibai.jp でご覧になれます。
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▼
趣
旨

奈
良
県
で
は
、「
結
婚
や
子
育
て
に
夢
や
希
望
を
も
て
る
社
会
の
実
現
」
を
め
ざ

し
て
、
様
々
な
啓
発
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
結
婚
へ
の
あ
こ
が
れ
を
生
み
、

結
婚
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
家
庭
や
家
族
を
持
ち
、
大
切

に
思
う
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
広
く
「
幸
せ
な
ふ
た
り
の
で
あ
い
100
選
」
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間：

平
成
17
年
８
月
１
日（
月
）〜
平
成
17
年
10
月
31
日（
月
）

▼
メ
ッ
セ
ー
ジ

世
界
中
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
無
数
の
赤
い
糸
。

ひ
っ
ぱ
っ
て
み
た
り
、
た
ど
っ
て
み
た
り

大
好
き
な
あ
の
人
と
ち
ょ
っ
と
強
引
に
結
ん
で
み
た
り
。

見
つ
け
方
も
、
そ
の
先
に
広
が
る
未
来
も

人
の
数
だ
け
あ
る
ん
だ
っ
て
。

あ
な
た
の
「
赤
い
糸
も
の
が
た
り
」
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
部
門

【
ロ
マ
ン
ス
部
門
】

日
常
で
よ
く
あ
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
の
出
会
い
。
だ
け
ど
、
ふ
た
り
だ
け

の
想
い
や
幸
せ
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
特
別
な
出
会
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
部
門
】

ま
る
で
映
画
や
ド
ラ
マ
の
１
シ
ー
ン
の
よ
う
に
劇
的
で
幸
せ
な
出
会
い
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

【
ハ
プ
ニ
ン
グ
部
門
】

思
い
が
け
な
い
出
来
事
や
突
発
的
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
人
生
に
つ
き
も
の
。
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
た
幸
せ
な
出
会
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
あ
こ
が
れ
部
門
】

ま
だ
見
ぬ
運
命
の
人
と
の
素
敵
な
出
会
い
。
あ
な
た
が
あ
こ
が
れ
る
幸
せ
な
出

会
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
各
賞
及
び
賞
品

【
最
優
秀
賞
／
運
命
の
赤
い
糸
大
賞
】

10
万
円
相
当
の
旅
行
券
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
１
名
様

運
命
の
人
に
め
ぐ
り
会
え
た
幸
せ
な
あ
な
た
、
素
敵
な
出
会
い
に
あ
こ
が
れ
夢
見
て
い
る
あ
な
た
。

た
く
さ
ん
の
心
あ
た
た
ま
る
「
赤
い
糸
も
の
が
た
り
」
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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【
優
秀
賞
／
幸
せ
な
で
あ
い
賞
】

２
万
円
相
当
の
旅
行
券
（
各
部
門
１
名
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
４
名
様

【
特
別
賞
／
ピ
ュ
ア
ラ
ブ
賞
】

２
万
円
相
当
の
旅
行
券
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
１
名
様

【
入
賞
／
幸
せ
な
で
あ
い
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
賞
】

「
幸
せ
な
ふ
た
り
の
で
あ
い
100
選
」
作
品
集
―
―
―
―
―
―
―
―
94
名
様

▼
応
募
規
定

¡
既
婚
・
未
婚
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
様
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

¡
応
募
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

¡
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
奈
良
県
に
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

¡
入
選
作
品
は
、
奈
良
県
制
作
の
作
品
集
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
県
の
印
刷
物
な
ど
に
掲
載
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

▼
応
募
要
項

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
既
婚

の
方
は
結
婚
歴
（
年
数
）、
応
募
部
門
名
と
「
幸
せ
な
ふ
た
り
の
出
会
い
」
又
は

「
あ
こ
が
れ
る
出
会
い
」（
い
つ
、
誰
と
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
風
に
）
を
200
字
以
内
、

出
会
っ
た
人
と
の
幸
せ
な
生
活
ま
た
は
夢
見
る
幸
せ
な
生
活
を
100
字
以
内
で
明
記

し
、
官
製
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
下
記
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
審
査
発
表
・
表
彰
式

¡
審
査
委
員
会
で
入
選
作
品
及
び
各
賞
を
決
定
し
、
入
選
さ
れ
た
方
に
の
み
通
知
致

し
ま
す
。

¡
表
彰
式
は
、
平
成
18
年
１
月
頃
、
奈
良
県
内
で
行
う
予
定
で
す
。

◆
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー：

水
森
　
亜
土
（
み
ず
も
り
　
あ
ど
）
氏

か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
の
虜
に
な
っ
た
人
は
数
知
れ
ず
、
水
森
亜
土
さ
ん
の
イ
ラ
ス

ト
は
、
い
つ
の
時
代
も
古
く
な
る
事
な
く
、
い
つ
も
新
鮮
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
透
明
ア
ク
リ
ル
ボ
ー
ド
に
歌
い
な
が
ら
両
手
で
絵
を
描
く
と
い
う
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
注
目
を
集
め
、
文
具
・
雑
貨
メ
ー
カ
ー
よ
り
発
売
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
商
品
「
亜
土
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
」
で
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
あ
ら
れ
ち
ゃ
ん
の
歌
を
始
め
、
ア
ニ
メ
の
歌
も
歌
わ
れ
た
り
、
ジ

ャ
ズ
歌
手
、
舞
台
女
優
な
ど
、
現
在
も
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
幅
広
く
活
躍
中
。

◆
特
別
審
査
員：

西
村
　
知
美
（
に
し
む
ら
　
と
も
み
）
氏

１
９
７
０
年
山
口
県
生
ま
れ
。
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
天
真
爛
漫
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

多
く
の
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
、
現
在
テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
中
。

'97
年
に
西
尾
拓
美
氏
と
結
婚
、
'03
年
に
待
望
の
長
女
・
咲
々
ち
ゃ
ん
を
出
産
。
ご
主

人
が
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
子
育
て
奮
闘
記
「
天
然
出
産
」（
ア
ス
コ
ム
）
を
出
版
す

る
な
ど
、
活
躍
の
場
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
る
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.nara.jp/kodom

o/deai/

▼
主
催

奈
良
県
・
結
婚
ワ
ク
ワ
ク
こ
ど
も
す
く
す
く
県
民
会
議

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
６
３
０-

８
５
０
１
　
奈
良
市
登
大
路
町
30
番
地

奈
良
県
こ
ど
も
家
庭
課
「
幸
せ
な
ふ
た
り
の
で
あ
い
100
選
募
集
」
事
務
局
　
宛

電
話
／
０
７
４
２
―
27
―
８
６
０
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
７
４
２
―
27
―
８
１
０
７

Ｅ
メ
ー
ル
／deai

＠kodom
o.pref.nara.jp
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奈
良
県
・
結
婚
ワ
ク
ワ
ク
こ
ど
も
す
く

す
く
県
民
会
議
が
運
営
す
る
「
な
ら
子
育

て
応
援
団
」
に
参
画
し
て
い
る
企
業
・
店

舗
等
の
一
部
が
、
多
子
世
帯
（
18
歳
未
満

の
子
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
）
に
料
金
割

引
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
特
典
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
カ

ー
ド
を
「
な
ら
ら
ち
ゃ
ん
カ
ー
ド
」
と
い

い
ま
す
。
交
付
を
ご
希
望
の
方
は
、
天
川

村
住
民
課
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

▼
必
要
書
類

住
民
票
等
18
歳
未
満
の
子

が
３
人
以
上
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

面
。

業
者
は
、
親
切
そ
う
な
笑
顔
や
巧
妙
な

会
話
で
近
づ
い
て
き
ま
す
。

家
に
い
る
主
婦
や
高
齢
者
に
対
し
て
、

じ
っ
く
り
検
討
す
る
時
間
を
与
え
ず
、
強

引
に
契
約
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、「
点
検
は
無
料
」
と
訪
問

し
ま
す
。
こ
れ
は
最
初
か
ら
点
検
だ
け
で

な
く
、
買
わ
せ
る
た
め
の
手
段
で
す
。

消
費
者
の
み
な
さ
ん
は
う
ま
す
ぎ
る
話

に
、
ま
た
不
安
に
さ
せ
る
会
話
に
だ
ま
さ

れ
な
い
、
か
し
こ
さ
を
持
つ
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

¡

電
話
で
訪
問
依
頼
を
受
け
た
場
合
、
知

ら
な
い
業
者
は
断
る
の
が
よ
い
。

¡

突
然
業
者
が
訪
れ
た
場
合
、
家
に
入
れ

な
い
。

¡

業
者
が
う
ま
い
話
や
、
不
安
に
さ
せ
る

話
を
し
て
も
、
そ
れ
に
だ
ま
さ
れ
な
い

で
不
要
で
あ
れ
ば
き
っ
ぱ
り
「
い
ら
な

い
。」
と
断
る
。

¡
契
約
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
そ
の
場
で

契
約
は
し
な
い
。

¡

業
者
が
「
安
い
の
は
今
日
ま
で
。」
と

言
っ
て
勧
め
て
も
契
約
し
な
い
で
、
親

せ
き
か
近
所
の
人
ま
た
は
役
場
に
相
談

し
て
か
ら
に
す
る
。

¡

契
約
し
て
「
し
ま
っ
た
！
」
と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条

件
解
約
）
を
す
る
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は
…
…

契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
、
そ
の

日
を
含
め
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
無
条

件
で
解
約
で
き
る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
　
消
費
生
活

相
談
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
０
７
４
７
―
63
―
０
３
２
１

内
線
１
６
３

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴

え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に

か
け
て
く
れ
な
い
（
不
起
訴
処
分
）。
こ

の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に

検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は

無
料
で
す
し
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

五
條
検
察
審
査
会（
五
條
支
部
裁
判
所
内
）

1
０
７
４
７
―
23
―
０
２
６
１

少
年
事
件
で
被
害
を
受
け
た
方
の
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

◎
事
件
記
録
の
閲
覧
・
コ
ピ
ー

被
害
に
つ
い
て
損
害
賠
償
請
求
の
請

求
を
す
る
と
き
や
裁
判
所
に
対
し
て
意

見
を
述
べ
よ
う
と
考
え
て
い
る
と
き
な

ど
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に，

犯
罪

の
事
実
に
関
す
る
部
分
の
記
録
の
閲

覧
・
コ
ピ
ー
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◎
意
見
陳
述

○
被
害
者
と
し
て
の
気
持
ち
や
事
件
に

つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
る
た
め
に
、

家
庭
裁
判
所
に
対
し
て
意
見
の
陳
述

を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
意
見
を
述
べ
る
に
は
次
の
３
つ
の
方

法
が
あ
り
ま
す
。

q
審
判
の
場
で
裁
判
官
に
対
し
て
述

べ
る
。

w
審
判
以
外
の
場
で
裁
判
官
に
対
し

て
述
べ
る
。

e
審
判
以
外
の
場
で
家
庭
裁
判
所
調

査
官
に
対
し
て
述
べ
る
。

ど
の
方
法
で
行
う
か
は
、
裁
判
官
が
意

見
の
陳
述
を
申
し
出
た
方
の
希
望
を
踏
ま

え
て
決
め
ま
す
。

◎
審
判
結
果
等
の
通
知

○
家
庭
裁
判
所
か
ら
少
年
の
審
判
結
果

等
の
通
知
を
受
け
る
こ
と
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
通
知
す
る
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

q
少
年
と
そ
の
法
廷
代
理
人
（
親
権

者
な
ど
）
の
氏
名
・
住
居

w
決
定
の
年
月
日

e
決
定
の
主
文
（
処
分
の
内
容
）

r
決
定
の
理
由
の
要
旨
（
処
分
の
内

容
を
決
め
た
理
由
の
要
旨
）

地
震
の
備
え
は
万
全
に
！

多
子
世
帯
応
援
カ
ー
ド

「
な
ら
ら
ち
ゃ
ん
カ
ー
ド
」
の

交
付
に
つ
い
て

だ
ま
さ
れ
な
い
で
!!

悪
質
商
法

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
！

検
察
審
査
会

少
年
審
判
に
お
け
る

被
害
者
の
た
め
の
制
度

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

お し ら せ
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近
年
の
日
本
は
非
常
に
大
き
な
地
震
が

各
地
で
多
発
し
、
我
々
が
住
ん
で
い
る
奈

良
県
と
い
う
土
地
も
、
い
つ
大
き
な
地
震

が
発
生
す
る
の
か
油
断
は
出
来
ま
せ
ん
。

〝
い
ざ
〞
と
い
う
時
の
た
め
に
適
切
な
対

応
が
と
れ
る
よ
う
下
記
の
点
に
注
意
し
て

し
っ
か
り
備
え
ま
し
ょ
う
。

q
家
の
地
盤
・
建
物
の
状
態
を
知
っ
て
お

こ
う

w
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
石
塀
の
強
度
確
認
を
し

ま
し
ょ
う

e
火
を
出
さ
な
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
気
器
具
は
日
頃

か
ら
点
検
整
備
を

r
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
策
を
図
り
ま
し

ょ
う

t
家
族
の
話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う

も
し
も
の
時
の
家
族
の
役
割
分
担
、
避

難
場
所
の
確
認
な
ど
防
災
に
つ
い
て
話

し
合
い
を

y
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う

あ
わ
て
て
買
い
出
し
や
金
融
機
関
に
行

か
な
い

瓦
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
物
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
や
石
塀
な
ど
の
倒
壊
に
注
意

u
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
準
備
を
整
え
ま

し
ょ
う

非
常
持
出
品
の
確
認
（
懐
中
電
灯
、
携

帯
ラ
ジ
オ
、
現
金
、
非
常
食
、
水
、
救

急
薬
品
）

避
難
に
支
障
の
無
い
服
装
・
履
物
の
準
備

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
　
天
川
出
張
所

提
出
期
限
は
契
約
締
結
日
か
ら

２
週
間
以
内
で
す

国
土
利
用
計
画
法
は
、
適
正
か
つ
合
理

的
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る
た
め
土
地

取
引
の
届
出
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

土
地
取
引
に
係
る
契
約（
予
約
を
含
む
）

を
し
た
と
き
は
、
権
利
取
得
者
（
例
え
ば
、

買
主
）
は
、
２
週
間
以
内
に
土
地
売
買
等

の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
届
出
が
必
要
な
土
地
面
積

市
街
化
区
域
　
２，

０
０
０
g

以
上

市
街
化
調
整
区
域
　

５，

０
０
０
g

以
上

都
市
計
画
区
域
外

１
０，

０
０
０
g

以
上

▼
届
出
先

届
出
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
添
付
書
類
（
契
約
書
の
写
し
、

地
図
な
ど
）
と
と
も
に
、
土
地
の
所
在

す
る
市
町
村
役
場
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

届
出
の
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
奈
良
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手

で
き
ま
す
。

▼
審
査
内
容

土
地
の
利
用
目
的
が
、
土

地
利
用
の
計
画
に
適
合
し
な
い
場
合
に

は
、
利
用
目
的
の
変
更
を
勧
告
し
、
是

正
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
罰
　
　
則

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、

虚
偽
の
届
出
を
す
る
と
６
カ
月
以
下
の

懲
役
、
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
奈
良
県
企
画
部
資
源
調
整

課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

1
０
７
４
２
―
27
―
８
４
８
７
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

奈
良
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://www.pref.nara.jp/

土
地
取
引
に
は
届
出
が

必
要
で
す

相　談　窓　口　の　概　要
所属名

相談窓口／電話番号 時　間 内　　容

犯罪被害者のための相談窓口

犯罪被害やストーカ
ー・配偶者からの暴
力・子供の非行・嫌
がらせなどの事件や
事故に至っていない
が不安や危険を感じ
ていることなど。

終　　日

ナポくん相談コーナー
0742－23－1108

（ダイヤル式）
♯9110

（プッシュ式）
お話FAX
0742－24－0874

県　　民
サービス
課

地 域 課
（鉄道警察隊）

少 年 課

生　　活
環 境 課

捜　　査
第 一 課

組織犯罪対策
第　一　課

組織犯罪対策
第　二　課

各警察署

土・日・祝日を除く
8：30～17；15

痴漢等
被害相談所

ヤング・いじめ110番
0742－22－0110   

（中南和少年サポートセンター）
0744－27－4544

土・日・祝日を除く
8：30～17；15

終　　日
悪質商法110番
0742－24－9441  

性犯罪被害相談
110番
0742－24－4110

覚せい剤110番
0742－33－1818

暴力110番
0742－25－0110
暴力団離脱110番
0742－23－9384

各警察署の
警察安全相談
「ナポくん
相談コーナー」
各警察署の
代表電話番号
（内線216）

土・日・祝日を除く
8：30～17；15

終　　日

終　　日

終　　日

主として痴漢等によ
る被害に関する相談

子供の非行問題、い
じめなどで悩んでい
る少年の相談

悪質商法の被害に関
する相談

性犯罪被害の届出及
び性犯罪に関するあ
らゆる相談

薬物被害に関する相
談

暴力団に関する困り
ごと相談
暴力団からの離脱に
関する相談

犯罪被害やストーカ
ー・配偶者からの暴
力・子供の非行・嫌
がらせなどの事件や
事故に至っていない
が不安や危険を感じ
ていることなど。

I N F O R M A T I NO
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「クラフト＆花炭を作ろう」
指導　洞川エコミュージアムセンターパークボランティア

８月21日（日）、雨時々くもり

エコミュージアムパークボランティアに

よる、夏休み恒例のクラフト教室を開催し

ました。今年は木の実や野菜などをそのま

まの形で炭にする「花炭」に挑戦です。

ボランティアさん達にとても

かわいがられている私カメラ

マンは、光の方向へと言う先

輩方のありがたい助言により

雨の中・・・。

・・・はい、いつも無理ばか

りお願いしてますから～っ。

切り？

半月間、お疲れ様でした。

葉っぱを並べて、できあがった水でっぽうで
射的をしていました。楽しそう！

材料の竹まで持参で来てくれるボランティアさんたちに

本当に感謝です。先日は草刈りにも来てくれました。

県南部農林事務所の金子さんや、環境省アクティブレン

ジャーの木谷さんも応援にかけつけてくれて、みなさんの

支えがあってこその活動だと改めて実感した一日でした。

竹笛製作中！

帰り道、電車に乗ってからもエコミ

ュージアム研修生の名札を付けてく

れていたそうです。

クラフトでは竹を使って竹笛と水鉄砲を作りました。

龍谷大学の藤原さんと宮松さんも
最後の就業体験。
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花炭・・・　正式には「お花炭」と呼ばれ、遠く室町時代に
栄えた茶の湯の席で、飾り炭として珍重されたそうです。季
節を象徴する自然の素材を使い、四季折々の季節感をそのま
まの姿に留め置いたその風情が、茶の湯の世界での“詫び寂
び”に通じたのでしょうか。茶席で炭をおこす時、火がつき
やすいように使っていた小枝のかわりに、風流を楽しむ茶人
達は四季折々の花や葉の付いた枝を炭にして使ったそうです。
そういった枝炭が発展して、現在のような「お花炭」になっ
たのではないでしょうか。500年前、茶の湯と
ともに始まった「お花炭」ですが、飾り炭とし
てはもっと時代が遅れるのかも知れません。
・・・と最後は勝手に想像してしまいましたが。

どなたか「はりんきょ」が何
の魚か知っている人いません
か？ 下のオタマジャクシの横に
写っている小さい魚です。（見
えない？）何かの子供？知って
いる方ぜひ教えて下さい。

※野菜や果物は水分が多い

ため時間がかかり（大きな窯の方がよい）、花や葉は壊れやす

いため火加減や時間が難しくなります。

④十分に冷めてからフタを
開け中身を取り出します。

③火にかけてフタの穴から煙が出なくなったら
缶を下ろし釘で穴をふさぎます。

①材料をアルミホイルに包み、
お菓子の缶などに詰めます。

②缶にフタをかぶせ、小さい穴を
２カ所開けて、フタが飛ばない
ように針金で縛ります。

材料 松ぼっくり、栗、杉の葉、ドングリ、ひょうたん、カボチャなど。

できあがり！

飾りましょう！

教えて下さい！！



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉
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★皆さまからの写真をお待ち
しています。
（子どもの写真、花・風景
の写真でも結構です）

お申込みは役場広報係まで。

天川村大字山西 今西　香奈ちゃん ４歳
今西 勉さん 昌代さんの長女です。早く大きくなあ～れ

◆
人
口
　
2,043人（

－
７
）
男
962人（

－
３
）
女
1,081人（

－
４
）

◆
世
帯
数
823戸（

－
２
）

2005年
８
月
31日

現
在
（

）
内
は
前
月
と
の
比
較
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